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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
五
十
一
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

雑
誌『
農
民
文
学
』へ
の
寄
稿

―

犬
田
卯
・
住
井
す
ゑ
夫
妻―

　

昭
和
25
年（
１
９
５
０
年
）
の
秋
、
山
梨

県
甲
府
市
の
山
田
多た

が

い

ち

賀
市
か
ら『
農
民
文

学
』と
い
う
名
の
農
民
文
学
雑
誌
を
創
刊
し

た
い
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
便
り
が
、
犬
田
の
許も
と

に
届
い
た
。

　

山
田
は
戦
前
、
昭
和
13
年（
１
９
３
８
年
）

公
布
の
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
統
制
下
で

も
、
徹
底
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
手
法
で
、
マ

ル
ク
ス
主
義
と
国
策
の
農
民
文
学
の
二
大

潮
流
に
の
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
農
村

の
現
実
を
活
写
し
て
き
た
。

　

翌
26
年（
１
９
５
１
年
）
春
、
そ
の
山
田

が
甲
府
か
ら
牛
久
村
大
字
城
中
の
犬
田
・

住
井
夫
妻
を
訪
ね
て
来
て
、
創
刊
予
定
の

『
農
民
文
学
』
に
犬
田
・
住
井
夫
妻
の
寄
稿

を
依
頼
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

同
年
９
月
１
日
、
月
刊
雑
誌『
農
民
文
学
』

が
創
刊
に
な
っ
た
。

　

犬
田
は
、『
農
民
文
学
』の
創
刊
号
か
ら
第

七
号
ま
で
の
各
号
に
、
小
川
芋
銭
に
伝
授

さ
れ
た
老
荘
思
想（
※
）
を
基
に
し
て
、
中

国
古
代
の
周（
紀
元
前
１
１
２
２
年
ご
ろ
～

２
４
９
年
の
間
の
王
朝
）よ
り
清
崩
壊
に
至

る
ま
で
の
農
民
思
想
お
よ
び
理
想
的
な
農

村
の
社
会
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

住
井
は
、
創
刊
号
に『
カ
ラ
カ
ン
ダ
』、

第
二
号
に『
生
き
て
た
男（
カ
ラ
カ
ン
ダ

続
）』、
第
三
号
に『
匙さ
じ（
カ
ラ
カ
ン
ダ
続
々
）』

と
い
う
連
載
小
説
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
小

説
は
、
敗
戦（
昭
和
20
年
・
１
９
４
５
年
８

月
15
日
）間
も
な
い
農
村
に
お
い
て
、
出
征

（
軍
隊
の
一
員
と
し
て
戦
地
に
行
く
こ
と
）

し
て
い
っ
た
農
家
の
若
い
跡
取
り（
後
継

者
）の
帰
還
が
遅
れ
、
一
方
で
進
む
農
地
解

放
の
混
乱
の
中
で
の“
た
く
ま
し
い
女
性
の

生
き
方
”と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。

犬
田
の
病
状
が
平
本
医
師
の
治
療
で
快
方
へ

―

作
家
武
田
泰
淳
へ　

朝
日
新
聞
紙
上
で

の
反
論―

　

そ
の
こ
ろ
か
ら
犬
田
の
病
状
が
一
段
と
悪

化
し
て
眠
れ
ぬ
夜
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

住
井
は
、
土
浦
か
ら
牛
久
村
に
往
診
に

来
て
い
る
名
医
の
評
判
高
い
新
治
協
同
病

院（
現
土
浦
協
同
病
院
）
の
平
本
医
師
に
相

談
し
て
み
た
。
平
本
医
師
は
、
学
生
運
動

の
盛
ん
な
水
戸
高
校
で
社
会
主
義
の
洗
礼

を
受
け
、
千
葉
大
学
医
学
部
に
学
び
、
若

く
し
て
医
学
博
士
に
な
っ
た
俊
才
で
あ
っ

た
が
、
地
方
医
師
と
し
て
そ
の
生
涯
を
地

域
医
療
に
捧
げ
て
い
た
。
平
本
は
貧
乏

人
か
ら
は
診
察
料
を
取
ら
な
い
上
に
、
無

料
で
投
薬
さ
え
し
て
い
く
の
で
も
評
判
で

あ
っ
た
。

　

戦
前
か
ら
農
民
文
学
運
動
に
通
じ
て
い

た
平
本
は
、
犬
田
卯
を
知
っ
て
お
り
、
気

軽
に
診
断
し
て
く
れ
た
。
平
本
は
、『
長
い

間
の
ぜ
ん
そ
く
で
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
フ
ェ

ド
リ
ン
な
ど
を
常
用
し
た
た
め
に
、
神
経

や
血
管
の
末
し
ょ
う
が
攣
れ
ん
し
ゅ
く
縮
し
て
し
ま
い
、

頭
脳
を
混こ
ん
だ
く濁

さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
』と
い
う

見
立
て
で
、
後
頭
部
を
氷
で
冷
や
し
、
ブ

ド
ウ
糖
液
と
ミ
ノ
フ
ァ
ゲ
ン
Ｃ
の
注
射
を

し
ば
ら
く
続
け
な
さ
い
、
と
指
示
を
出
し

て
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

平
本
の
治
療
で
小
康
状
態
を
得
た
犬
田

は
、
昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）７
月
13
日
の

朝
日
新
聞
に『
農
民
小
説
は
何
故
つ
ま
ら
な

い
か
』と
い
う
短
い
評
論
を
書
い
た
。
こ
の

評
論
は
同
月
５
日
の
、
同
紙
学
芸
欄
に
掲

載
さ
れ
た
武
田
泰
淳
の『
日
本
を
知
ら
な
い

日
本
人
』に
異
議
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

武
田
は
、『
農
村
小
説
の
つ
ま
ら
な
い
の

は
、
手
法
そ
の
他
、
自
然
主
義
時
代
か
ら

一
歩
も
前
進
出
来
な
い
で
、
展
望
の
ひ
ろ

い
農
業
小
説
ま
で
発
展
で
き
な
い
た
め
で

あ
る
』と
一
方
的
に
決
め
付
け
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
犬
田
は
、
農
民
小
説
が

発
展
し
な
い
の
は
、
編
集
者
や
読
者
の
誤

解
で
、
お
そ
ら
く
総
合
雑
誌
、
文
芸
雑
誌

に
農
民
小
説
が
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ

る
。
た
ま
に
採
用
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
半

都
会
的
か
都
会
的
立
場
の
作
家
が
、
農
村

を
外
部
か
ら
旅
行
者
と
し
て
珍
し
い
行
事

や
古
臭
い
習
慣
を
描
き
出
し
た
も
の
に
す

ぎ
な
い
。
本
当
に
農
村
に
生
き
、
農
民
そ

れ
自
身
の
立
場
に
立
っ
て
現
代
社
会
を
取

り
扱
い
、
そ
こ
か
ら「
新
し
い
文
学
」
を
打

ち
出
そ
う
と
す
る
よ
う
な
意
図
を
持
っ
た

�老荘辞典―住井すゑがいつも手元に

置いていた。

作
品
は
、
わ
が
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か

ら
は
、
見
向
き
も
さ
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
、

日
本
の
農
民
文
学
は
発
展
の
し
よ
う
が
な

い
で
は
な
い
か
、
と
反
論
し
た
。

　

平
本
は
、
犬
田
家
に
往
診
に
通
う
間
に
、

牛
久
沼
の
ほ
と
り
が
気
に
入
っ
て
、
引
退

後
は
犬
田
家
の
隣
に
居
を
構
え
、
平
本
く

ら
ら
の
号
を
用
い
て
俳
句
ざ
ん
ま
い
の
晩

年
を
送
っ
た
。

　

平
本
か
ら
住
井
は
次
の
一
句
を
贈
ら
れ

て
い
る
。

　

金
輪
際
い
っ
ぽ
ん
き
り
の
曼
珠
沙
華

※
老
荘
思
想
…
老
は
道
教
の
祖
老
子（
紀
元

前
４
世
紀
ご
ろ
の
人
）。
荘
は
荘
子（
紀

元
前
３
６
９
年
～
２
８
６
年
在
世
）。
荘

子
は
老
子
の
思
想
を
継
承
し
て
道
教
を

確
立
、
こ
れ
を
老
荘
思
想
と
い
う
。
老

荘
思
想
は
無
為
自
然
の
道
を
説
い
て
、

理
想
社
会
は
少
数
の
国
民
を
持
つ
最
小

の
国
家
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。


